
神戸大学CMX創発医学講演会/医学研究先端講義 (先端医学トピックス)

外界からの情報の80％以上を視覚から得ており、視覚の維持に資する眼研究は極めて
重要である。眼の最も前方に位置している透明組織である角膜は、外傷や炎症性疾患、
遺伝性疾患など様々な要因により、混濁すると機能不全となり、失明に至る。
このような難治性の眼疾患の克服を目指し、本質的な基礎研究を進めるとともに、その

成果を応用研究、臨床研究へと一貫的に発展させてきた。細胞シート工学による世界初
の角膜再生医療技術を開発し、ヒト臨床試験、治験を経て、ヒト（自己）角膜輪部由来角膜
上皮細胞シート（2020年）およびヒト（自己）口腔粘膜由来上皮細胞シート（2021年）を
開発し、これらを承認に導くことができた。また、ヒトiPS細胞を用いた眼の全体的な
発生過程を再現する「SEAM（眼オルガノイド）」の開発に成功し、これを再生医療や疾患
研究に応用可能な革新的な技術として確立した。

SEAMを用いたヒト角膜上皮オルガノイドの構築にも成功し、iPS細胞由来の角膜移植
の世界初のヒト臨床試験を2019年に開始し、2022年には安全性と有効性を示す成果
を得た。さらに、ヒト結膜、涙腺、網膜オルガノイドの開発にも成功し、これらを用いた組織
発生の分子メカニズムの解明、再生医療の開発、新規薬剤の開発に取り組んでいる。
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眼再生医療の実用化にむけて

日時：2026年１１月1９日（木曜日） 17:30 ～ 19:00
場所：大講義室（外来診療棟6階）+ Web

*本講演は、 医学研究先端講義(先端医学トピックス) を兼ねております.

Toward the Practical Application of 
Ocular Regenerative Medicine
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